




























































































































− 61 −

　7.4.2　お客様運転条件による設定

　■P09：台数制御の方法設定
　　7セグメントP09で台数制御の方法を設定できます。

７セグメント
P09 制御内容 備考

０ 台数制御なし

１ 設備流量による台数制御

２ 設備負荷による台数制御 初期値

３ 設備負荷＆設備流量による台数制御

　　①台数制御なし　７セグメント P09 ＝０
　　　初期起動台数を立ち上げたのちは台数制御を実施しません。

　　②設備負荷による台数制御　７セグメント P09 ＝２　←　初期値
　　　設備負荷に対し運転中ユニットの合計能力が最適負荷範囲内となるように増減段を行います。
　　　ただし、運転可能範囲を超える場合は強制的に増減段を行います。

　　③設備流量による台数制御　７セグメント P09 ＝１
　　　設備流量に対し運転中ユニットの合計流量に過不足が発生しないように増減段を実施します。
　　　ただし、運転可能範囲を超える場合は強制的に増減段を実施します。

　　④設備負荷＋設備流量による台数制御　７セグメント P09 ＝３
　　　上記②設備負荷および③設備流量の両条件を監視して台数制御を実施します。

・増段は or 条件。つまり負荷または流量で増段判断をすると、それに応じた台数となるように起動指示を
出力します。

・減段は and 条件。つまり負荷と流量の両方で減段判断を実施します。このとき停止指示台数が少ない判
断を参照します。
例：10 台運転において負荷ベースの判断で 2 台停止、流量ベースの判断で 3 台停止となった場合、停止

指示台数の少ない 2 台を停止させます。
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　■P08：優先順位設定
　　７セグメントP08（初期値１）の設定値に応じて運転順位の設定方法を変更できます。
　　（1）　手動設定［７セグメントP08＝０］

７セグメント設定（P50～P69）により運転順位を任意に決定できます。優先順位の高い（順位が小さい）
ユニットから起動させ、優先順の低い（順位が大きい）ユニットから停止させます。以下に動作例を示
します。

機種 運転順位
台数制御

増段 増段 減段 増段 増段 減段

ユニット1 1
［7セグメントP50］ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユニット2 2
［7セグメントP51］ − ○ − ○ ○ ○

ユニット3 3
［7セグメントP52］ − − − − ○ −

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：起動、−：停止
　　（2）　運転時間平準化［７セグメントP08＝１］←初期値

各ユニットから受信した圧縮機運転時間※のうち、運転時間の短いものから優先的に運転順位を割当て
ます。順位は常時計算し設定しています。以下に動作例を示します。

機種
圧縮機

運転時間
運転順位

台数制御

増段 増段 減段 増段 増段 減段

ユニット1 1200h 2 − ○ − ○ ○ ○

ユニット2 100h 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユニット3 1800h 3 − − − − ○ −

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：起動、−：停止
　　　　　　　　　　※ユニットはユニット内8台の圧縮機の運転時間のうち最大値を出力
　　（3）　ローテーション［７セグメントP08＝２］

ローテーションするように運転順位を自動で切替えます。初期起動順序は７セグメント設定（P50～
P69）より決定され運転中のユニットで先に起動したユニットから停止します。動作例を示します。

機種 運転順位
台数制御

増段 増段 減段 増段 増段 減段

ユニット1 1
［7セグメントP50］ ○ ○ − − ○ ○

ユニット2 2
［7セグメントP51］ − ○ ○ ○ ○ −

ユニット3 3
［7セグメントP52］ − − − ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：起動、−：停止
なおローテーション中にユニット故障等で台数制御対象外となったのち復帰すると、停止ユニットの中
での最低運転順位から再度台数制御組み込みを開始します（ローテーションの順序が７セグメント設定
から変更されます）。順序を７セグメント設定にリセットするにはMSVコントローラ基板の電源OFFま
たは運転順位設定モードの切り替えが必要です。
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　■P24：冷温水差圧弁制御（主管バイパス弁制御）
単式ポンプシステムにおいてバイパス弁制御は往ヘッダと還ヘッダの圧力差が一定となるように（7セグメン
トP32で設定した差圧目標値と計測したヘッダ差圧より）バイパス弁開度についてPID制御を実施します。差
圧の計測方法は7セグメントP24にて設定します。

７セグメント
Ｐ24

差圧計測方法 必要センサ 内容 備考

0
往ヘッダ圧力
－還ヘッダ圧力

往ヘッダ圧力
還ヘッダ圧力

冷温水往ヘッダ圧力入力と冷温水還ヘッ
ダ圧力入力より求める

初期値

1 差圧直接入力 差圧センサ 冷温水差圧計入力を用いる

　■P25～P26：冷温水流量センサ切替
冷温水流量の設定は固定値として入力する方法と流量計の値を取り込み現在流量として認識させる方法が選択
できます。固定流量の場合は７セグメントP26にて設定します。

７セグメント
Ｐ25

流量センサ切替 内容 備考

0 手元入力
７セグメントP26で設定した流量を固定流量ととし
て認識。

1 流量計入力
流量計の値を現在流量として認識。この場合、お客
様にて流量計を準備いただき信号線を配線してい
ただく必要があります。

初期値

　■P27～P28：冷温水流量目標値切替
　冷温水流量を制御する場合、その目標流量を7セグメントP27にて設定する事ができます。

７セグメント
Ｐ27

冷温水流量目標値切替 内容 備考

0 手元入力 7セグメントP28で設定した流量を目標値とする。 初期値

1
冷温水差圧弁カスケード
目標値
又は2次ポンプ主管流量

P13=1の場合、他補機の制御結果に応じて全体目
標流量をカスケード演算し、バイパス流量が0とな
る事を目標流量とする。
P13=2以上の場合、2次冷温水ポンプが負荷側へ供
給している主管流量[工場出荷時CnTA-in5]を取得
し、これを目標流量とする。

2 上位機器指令値
上位からアナログ入力（4～20mA）された値を全
体目標流量とする。

3 上位機器通信値 上位から通信入力された値を全体目標流量とする。
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　■P29：冷温水往ヘッダ圧力設定
　冷温水往ヘッダ圧力の設定はお客様の設備構成に応じて下表に基づき、設定してください。

７セグメント
Ｐ29

演算方法 必要センサ 備考

0
手元入力値

（吐出圧一定）
往ヘッダ圧力 ７セグメントＰ30の設定値を目標圧力とする

１ 末端差圧一定
往ヘッダ圧力
末端差圧

末端差圧が7セグメントＰ31の設定値となるよ
う往圧力設定をPI制御する

２ 推定末端差圧一定
往ヘッダ圧力
還ヘッダ圧力
主管流量

主管流量より推定した末端差圧が7セグメントＰ
31の設定値となるよう往圧力設定をPI制御する

・往ヘッダ圧力設定値は、往ヘッダ圧力上限値：500kPa［7 セグメント J56］を上限とし、かつ往圧力下限値：
150kPa［７セグメント J55］を下限とします。

・往ヘッダ圧力設定値の変化速度制限
　圧力増時の変化速度：1%/ 秒［７セグメント J53]、圧力減時の変化速度：1%/ 秒［７セグメント J54］
　※但し、演算停止時は変化速度に制限を設けておりません。
・運転中にモードが切替えられた場合、往ヘッダ圧力設定値は前回値から連続した値変化となります。

　■P34：デマンド制御
MSVコントローラ基板で監視しているシステム全体の消費電力がデマンド制限値以下になるよう、2種類のデ
マンド制限を設定できます。制御方法は７セグメントP34で切り替えます。

　　①デマンド制限（消費電力制限）
各ユニットに出力している送水温度設定現在値（冷水温度設定現在値又は、温水温度設定現在値）を変化さ
せます（冷却運転の場合は設定出口温度を上昇、加熱運転の場合は設定温度を下降させます）。デマンド制
限（kW）はJ86で設定できます。

　　②デマンド制限（圧縮機回転数制限）
各ユニットへデマンド制限指令とデマンド制限値を出力し、ユニット毎にデマンド制限を実行させます（圧
縮機の上限回転数にデマンド率を掛けた値で運転します）。デマンド率の設定はP33でできます。

７セグメント
P34

デマンド制限 備考

0 デマンド制限未使用 初期値

1 デマンド制限（消費電力制限） J86で設定

2 デマンド制限（圧縮機回転数制限） P33で設定
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　■P97：冷温水ヘッダセンサ使用切替
MSVコントローラで熱量を演算するための還水、往水温度を検知する方法として７セグメントP97にて下記
の選択が可能です。

７セグメント
Ｐ97

冷温水ヘッダセンサ
使用切替

内容 備考

0
還ヘッダ温度使用
往ヘッダ温度使用

還水及び往水温度は還ヘッダ及び往ヘッダに設
置した測温抵抗体の温度を使用する。

初期値
（推奨設定）

１
還ヘッダ温度使用
往ヘッダ温度未使用

還水温度は還ヘッダに設置した測温抵抗体の温
度を使用する。往水温度は運転しているMSVの
各出口温度の平均値を使用する。

2
還ヘッダ温度未使用
往ヘッダ温度使用

還水温度は運転しているMSVの各入口温度の
平均値を使用する。往水温度は往ヘッダに設置
した測温抵抗体の温度を使用する。

3
還ヘッダ温度未使用
往ヘッダ温度未使用

還水及び往水温度は運転しているMSVの各入
口及び出口温度の平均値を使用する。

　■J94～J96：水温補正設定
Pt100Ωセンサ（冷温水還水ヘッダ温度センサ、冷温水送水ヘッダ温度センサ）に誤差が生じた場合、7セグ
メント設定にて補正値を入力することが出来ます。

	
　　　7セグメントJ95に還水ヘッダ水温補正値を入力する
　　　7セグメントJ96に送水ヘッダ水温補正値を入力する
　　　7セグメントJ94に1をセットすると、7セグメントJ95〜J96の値を初期値に戻す。
　　　（初期値に戻した後、7セグメントJ94の表示は0に戻ります）
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8.1　基本構成

MSVコントローラを使用すると、複数台のユニットの一括操作、負荷に応じたユニット台数制御、1次/2次冷
温水ポンプ変流量制御、冷温水バイパス弁制御、運転時間平準化制御が可能となります。ユニット台数制御を行
う場合は、7セグメントP12の値を接続しているユニット台数に変更してください。また、測温抵抗体（Pt100Ω）
の接続を電源ボックス裏面の電気配線図をもとに確実に行ってください。
ユニット台数制御、1次/2次冷温水ポンプ変流量制御、冷温水バイパス弁制御等は、システム全体に関わる制御
となりますので据付工事での配線接続を確実に行い、技術資料をもとに設定を行った後、試運転での動作確認を
十分行ってください。
試運転後のユニット操作について下記に説明します。

　8.1.1　リモコン操作

　　リモコンを接続すると運転/停止、設定温度指令、スケジュール機能等が使用できます。

　　＜注意＞

MSVコントローラの運転スイッチを「遠方」にする。

　8.1.2　MSVコントローラの手元操作（運転 /停止）

別売オプションのリモコン・エネコンダクタや外部入力と接続しない場合は、MSVコントローラの各種設定
と運転/停止方法を以下に説明します。
電源ボックス内にあるMSVコントローラ操作部の操作のみで設定・運転/停止が可能です。

　　＜注意＞

MSVコントローラの操作部は、2つの操作部の左側です。ユニット統括基板の操作部と同じ構成となるため、
間違えないようにしてください。

8．操 作 方 法

運転モード切替えスイッチ
SW4

7セグメント表示

運転スイッチ
SW5

SW1, SW2, SW3

［MSVコントローラ操作部］　

MSVコントローラ
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　　⑴　運転モード設定

　　　　運転モード切替えスイッチSW4を「冷却」もしくは「加熱」にする。

　　⑵　温度設定

　　　　7セグメントで設定温度を変更する。
　　　　・冷却設定水温：P00を 4.0～30.0℃の間で変更（初期値：7℃）。
　　　　・加熱設定水温：P01を25.0～60.0℃の間で変更（初期値：45℃）。

　　⑶　運転/停止/遠方

　　　　・運転スイッチSW5を「運転」にすると運転開始します。
　　　　・運転スイッチSW5を「停止」にすると運転停止します。
　　　　・�運転スイッチSW5を「遠方」にするとリモコンやMSVコントローラからの運転・停止が可能です。

　8.1.3　外部指令による遠方操作（運転 /停止）

　　他の機器や別盤からの入力によりユニット操作を行う場合、外部入力設定と接続を行ってください。

　　⑴　外部入力設定

デジタル/
アナログ 機能 機能番号 端子台番号

端子番号
OFF/ON
下限/上限

デジタル 外部運転入力 1 TB3 No.1-2 停止/運転
デジタル 外部運転モード入力 2 TB3 No.3-4 加熱/冷却
アナログ 温度設定入力（冷却加熱兼用） 1 TB2 No.7-8 4.0℃/60.0℃
アナログ 温度設定入力（冷却） 6 ※7セグメント設定必要 4.0℃/30.0℃
アナログ 温度設定入力（加熱） 7 ※7セグメント設定必要 25.0℃/60.0℃

　　⑵　運転モード設定

	 　　・「外部運転モード入力」信号をON（短絡）すると冷却運転モードになります。
	 　　・「外部運転モード入力」信号をOFF（開放）すると加熱運転モードになります。
	 　　※外部入力信号を使用しない場合は、運転モード切換スイッチで変更してください。

　　⑶　温度設定

�「温度設定入力」信号で目標水温の変更が可能です。7セグメントで温度設定切換P02を「1」（外部入力（冷
却加熱兼用））にする。

　※�外部入力信号を使用しない場合は、P02を「0」に変更し、7セグメントP00,P01で温度設定してくだ
さい。

　※�冷却：4～30℃，加熱：25～60℃(60馬力仕様初期設定では55℃)が使用範囲であり，使用範囲外の入
力に対しては最も近い設定温度となります。

　※�外部入力信号を冷却/加熱別々で入力する場合は、温度設定切換P02を「2」に変更してください。

　　⑷　運転/停止

　　　　運転スイッチを「遠方」にする。
	 　　・「外部運転入力」信号をON（短絡）すると運転開始します。
	 　　・「外部運転入力」信号をOFF（開放）すると運転停止します。
	 　　※外部入力信号を使用しない場合は、運転スイッチで変更してください。
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8.2　基本操作の説明

　MSVコントローラ制御箱に取付けられている操作部での運転・停止等の操作方法を以下に説明します。

図8-1　操作部

 運転停止指令 
　（a）　手元操作の場合

・運転スイッチSW5を「運転」にすると運転開始します。
・運転スイッチSW5を「停止」にすると運転停止します。

　（b）　遠方操作の場合
・運転スイッチを「遠方」にします。
・遠方からの「外部運転入力」信号を入力すると運転開始します。
・遠方からの「外部運転入力」信号を開放すると運転停止します。
　（入力信号がパルス信号の場合は、７セグメントの設定が必要です。）

 運転モード指令 
　（a）　手元操作の場合

・運転モード切換スイッチSW4を「冷却」にすると冷却運転モードになります。
・運転モード切換スイッチSW4を「加熱」にすると加熱運転モードになります。

　（b）　遠方操作の場合
・遠方からの「外部運転モード入力」信号を入力すると冷却モードになります。
・遠方からの「外部運転モード入力」信号を開放すると加熱モードになります。

運転モード切替えスイッチ
SW4

7セグメント表示

運転スイッチ
SW5

SW1, SW2, SW3

［MSVコントローラ操作部］　

MSVコントローラ
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 水温設定 
　（a）　手元操作の場合

７セグメント表示とSW1、SW2、SW3の操作によって水温設定します。
・SW1、SW2を押して７セグメント LED表示を、水温設定のチャンネルに設定します。
・７セグメントに、その時設定された水温設定が表示されます。
・SW3（データ書込み／消去）を連続３秒間押しますと、表示部が0.5秒毎に点滅します。
・SW2を押して、水温設定値を変更します。
・点滅している状態で、SW3を連続３秒以上押すとデータが点灯します。
・この操作により水温が設定されます。
　0.1℃刻みで設定可能です。

　（b）　遠方操作の場合
・遠方からの「温度設定入力（DC4～20mA）」で、設定温度の変更が可能です。
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8.3　MSVコントローラ操作部の設定方法

　8.3.1　７セグメントの設定方法

　　お客様の仕様に合わせて、７セグメントの設定、ディップスイッチの設定を実施してください。

SW1を押すと、7セグメントの表示の100桁目、10桁目の変更が可能です。

「C00」→「C10」→「C20」→「C30」・・・「C90」→「P00」→「P10」・・・
「P90」→「F・・・」→「J・・・」→「C・・・」
設定変更コードは順送りです。

SW2を押すと、7セグメントの表示の1桁目の変更が可能です。
「C00」→「C01」→「C02」・・・「C09」→「C00」
設定変更コードは順送りです。

設定変更したいコードが表示されてから、SW3を3秒間長押ししてください。
7セグメント表示が点灯から点滅になります。
点滅になると、設定値の変更が可能です。

1）SW3を3秒間の長押ししないと設定変更が完了しません。
2）操作しない時間が10秒を経過すると、設定値は元に戻ります。

　 注意

SW1‚Å•Ï�XSW1で変更

SW2‚Å
•Ï�X
SW2で
変更

3•bŠÔ’·‰Ÿ‚µ3秒間長押し
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SW2を押し、希望の設定値が出てくるまで数回押してください。

希望の設定値が表示されると、SW3を3秒間押し、7セグメント表示を点滅から
点灯に変更してください。
点灯すると設定値の変更が完了です。

3•bŠÔ’·‰Ÿ‚µ3秒間長押し

MSVコントローラ基板の電源が100時間以上切れていると、設定時刻がリセットされます。

　 注意

　＜注意＞　運転/停止指令信号がパルスの場合
　　　　　　①　MSVコントローラ基板のディップスイッチSW11-3をONとしてください。

　　　　　　　②　統括制御箱内部の端子台TB3にて、端子台「パルス停止指令：設定値15」を割付けたところ
に配線接続してください。

　　　　　　　③　外部からのパルス停止指令をONしてください。
MSVは停止します。

OFFからONに切り替えてください

MSVコントローラ基板のスイッチ
SW10、SW11、SW12  

1

ON
OFF

SW10 SW11 SW12

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
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8.4　異常表示について

　MSVに異常が発生すると、7セグメントに異常表示として「E**」が表示されます。
　・重故障が発生すると、該当MSVは運転中であれば安全のために停止します。
　・軽故障が発生すると、メッセージを表示するのみで、MSVの運転/停止には影響与えません。

　　①　7セグメントデジタルディスプレイに「E**」が表示されます。

　　②　異常コードによっては基板の赤色LEDの点滅回数により種類を小分類化しています。
　　　　異常項目は10.1章を参照してください。
　　③　異常リセットは8.5章を参照してください。

8.5　異常リセット操作

　7セグメントに表示されている異常コード「E**」を確認し販売店またはサービスマンに連絡してください。
　サービスマンより異常リセットを依頼された場合は、下記の操作方法にしたがって異常リセットを行ってください。
　7セグメント設定方法は8.3.1章を参照してください。

　　⑴　C00の表示にします。
　　⑵　SW3を長押ししてLEDの表示を点滅させます。
　　⑶　SW2を押して数値を0→1に変更します。
　　⑷　SW3を長押ししてLEDの表示を点滅→点灯に変わることを確認します。
　　⑸　値が1→0に変わることを確認します。
　　⑹　異常リセットが完了です。再び異常コード「E**」が出ないことを確認し運転を行います。

　「E**」←　表示されます

　「E**」が←　表示されます
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8.6　時刻設定操作

　7セグメント設定方法は8.3.1章を参照してください。
　　⑴　SW1を押し、7セグメントの表示の100桁目、10桁目を変更します。
　　　　「C0」→「C1」→「C2」→「C3」・・・「C9」→「P1」
　　　　設定変更コードは順送りです。
　　⑵　SW2を押すと、7セグメントの表示の1桁目を変更します。
　　　　「0」→「1」→「2」→「3」・・・「6」・・・設定コードP16：年の設定が可能です。
　　　　（例：2013年の場合は、設定値は「13」です）
　　　　「6」→「7」・・・設定コードP17：月の設定が可能です。
　　　　「7」→「8」・・・設定コードP18：日の設定が可能です。
　　　　「8」→「9」・・・設定コードP19：時間（24時間表示）の設定が可能です。
　　⑶　SW1押し、7セグメントの表示の100桁目、10桁目を変更します。
　　　　「P1」→「P2」
　　　　設定変更コードは順送りです。
　　⑷　SW2は操作せず、「0」のままとします。
　　　　※設定変更コードは順送りです。
　　　　・設定コードP20：分の設定が可能です。
　　⑸　設定変更したいコードが表示されてから、SW3を3秒間長押ししてください。
　　　　7セグメント表示が点灯から点滅になります。
　　　　点滅になると、設定値の変更が可能です。
　　⑹　SW2を押し、希望の設定値が出てくるまで数回押してください。
　　⑺　希望の設定値が表示されると、SW3を3秒間押し、7セグメント表示を点滅から点灯に変更してください。
　　　　点灯すると設定値の変更が完了です。

MSVコントローラ基板の電源断が100時間を超えると時刻設定が初期値（2012年1月00日00
時）になりますので再度設定してください。

時刻が合っていないと、異常が発生した時間を確認することができませんので、調整をお願いし
ます。

　 注意

　 注意
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8.7　冷温水出口温度設定

　温度設定方法は、3パターンあります。
　　①　手元での7セグメント直接入力
　　②　遠方からのアナログ入力（2パターン）
　　③　上位盤からの通信入力

　8.7.1　手元 7セグメント入力の場合（7セグメント設定 P02：0）

　　7セグメント表示とSW1、SW2、SW3の操作によって水温設定コードを読み出し、温度を入力してください。
　　　⑴　冷却時出口温度設定コード：7セグメント設定P00
　　　⑵　加熱時出口温度設定コード：7セグメント設定P01

　8.7.2　遠方からアナログ入力の場合（冷却 /加熱兼用）（7セグメント設定 P02：1）

7セグメント設定コードF27～F33にて「温度設定入力（冷却加熱兼用）：設定値1」、を割付けたMSVコント
ローラ制御箱内部の端子台TB2端子台CnTA-inXXに配線接続してください。

　8.7.3　遠方からアナログ入力の場合（冷却 /加熱別々）（7セグメント設定 P02：2）

MSVコントローラ制御箱内部の端子台TB2にて、7セグメント設定コードF27～F33にて「温度設定入力（冷
却）：設定値6」、「温度設定入力（加熱）：設定値7」を割付けた端子CnTA-inXXに配線接続してください。

　8.7.4　通信の場合（7セグメント設定 P02：3）初期値

　　通信で入力します。

・使用条件に合った温度を入力してください。
・温度設定入力を「加熱」と「冷却」で分ける場合は、2種類の割付けを実施してください。設

定が片方の場合、入力信号を無効と判断する場合があります。
・温度設定入力を「冷却加熱兼用」を選択した場合は、「加熱」や「冷却」の設定を割付けない

でください。重複した場合、入力信号を無効と判断する場合があります。

　 注意
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8.8　デマンド制御、静音モード制御設定

デマンド制御は、圧縮機の上限回転数にデマンド率（％設定）を掛けた値で運転する方法と、目標とする消費電
力（kW設定）を設定して運転する方法があります。
静音モード制御は、圧縮機の上限回転数とファンの上限回転数に静音モード率を掛けた値で運転します。

　デマンド制御、静音モード制御設定方法は、2パターンあります。
　　①　遠方からのデジタル入力
　　②　遠方からのアナログ入力
　　※デマンド制御のデジタル/アナログの切換は、ユニット側のSW12-1で行ってください。
　　　静音モード制御のデジタル/アナログの切換は、ユニット側のSW12-3で行ってください。

　8.8.1　遠方からデジタル入力制御の場合（デマンド制御率、静音モード制御率を入力　7セグメント設定 P33）

7セグメント表示のSW1、SW2、SW3の操作によって水温設定コードを読み出し数値を入力してください。
MSVコントローラ制御箱内部の端子台TB3端子台CnTD-inXXに、7セグメント設定コードF00～F13にて「デ
マンド入力：設定値3」、「静音モード入力：設定：6」を割り付けてください。デジタル信号を入力して頂く
と制御します。

　8.8.2　遠方からアナログ入力制御の場合

デマンド制御の場合は、MSVコントローラ制御箱内部の端子台TB2端子台CnTA-inXXに、7セグメント設定
コードF27～F31にて「デマンド入力：設定値3」を割付けてください。アナログ入力値にて制御します。
静音モード制御の場合はMSVコントローラ制御箱内部の端子台TB3端子台CnTD-inXXに、7セグメント設定
コードF00～F13にて「静音モード入力：設定値6」デジタル入力を割付けてください。端子台TB2端子台
CnTA-inXXに、7セグメント設定コードF27～F31にて「デマンド入力：設定値3」アナログ入力を割付けて
ください。静音モード制御デジタル信号が入力され、デマンドアナログ信号が入力されると、デマンドアナロ
グ値にて制御します。

デマンド制御、静音制御の制御率を決定して頂き制御します。
制御率は圧縮機の上限回転数、ファンの上限回転数の抑制率で、騒音値・デマンド値の抑制率
ではありませんので、ご注意ください。

・デマンド制御率、静音モード制御率の7セグメント設定コードは共通です。
・デマンド制御デジタル入力信号と静音モード制御デジタル入力信号が同時に入った場合、静

音モード制御を優先します。

遠方から静音モード制御率を変更する場合は、デマンドアナログ入力値と共有していますので、
デマンドアナログ信号で制御率を遠方から設定し、静音モードデジタル入力信号を入力してく
ださい。
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9．試　運　転
9.1　試運転前確認

　MSVコントローラによる試運転前準備として下記を実施、ご確認ください。
　・MSVコントローラ～各ユニット間の信号線の接続
　・MSVユニットの設定
　・各MSVの1次冷温水ポンプ流量調整
　・MSVユニット単体及び1次冷温水ポンプの試運転調整
　・MSVコントローラの設定

9.2　MSVコントローラによる試運転

　9.2.1　起動・停止確認

　⑴　MSVコントローラ手元操作

MSVコントローラに接続されているMSVがMSVコントローラの手元操作で起動、停止することを確認し
ます。

　　＜作業要領＞

　　　①　MSVコントローラの７セグメントP03を１に設定してください。

7セグメントコード 範囲 初期値 設定値内容

P03 0～3 0

0：通常
1：ユニット試運転
2：2次ポンプ試運転
3：圧力制御弁試運転

　　　②　MSVコントローラの運転モード切替スイッチを実施する運転モード(冷却／加熱)に切替えてください。

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ
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　　　③　運転するMSVを下表に基づいてMSVコントローラの７セグメントに設定してください。

7セグメントコード 範囲 初期値 設定値内容

P04
(P03が1の場合)

0～20 0
０：全モジュール
０以外：指定アドレスの
　　　　ユニット1台のみ試運転

　　　④　運転スイッチを運転に切替え、試運転を開始してください。

　　　⑤　設定したMSVが起動したことを確認し、P04の設定を次のMSVに設定、切替えてください。
切替後、元のユニットは停止し、切り替えたユニットが起動します。これを繰り返し、全MSVユニ
ットの起動、停止を確認してください。

（MSV単体の試運転は完了しているものとし、ここでは本設定、操作にて起動、停止することを確認
します）

　　　⑥　運転スイッチを停止としMSVを停止させてください。

　　　　　MSVコントローラの7セグメントP03は0に設定し、最初の状態に戻してください。

運転スイッチ
SW5

MSVコントローラ

7セグメント表示

MSVコントローラ
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　⑵　MSVコントローラ遠方操作
MSVコントローラに接続されているMSVをお客様上位盤、エネコンダクタ等の外部から信号入力を行う
場合の操作で起動、停止することを確認します。必ず前項の手元操作による起動停止確認を実施してから
遠方操作を実施してください。

　　＜作業要領＞
　　　①　MSVコントローラの７セグメントP03を１に設定してください。

7セグメントコード 範囲 初期値 設定値内容

P03 0～3 0

0：通常
1：ユニット試運転
2：2次ポンプ試運転
3：圧力制御弁試運転

　　　②　MSVコントローラの運転モード切替スイッチを実施する運転モード(冷却／加熱)に切替ください。

　　　③　運転するMSVを下表に基づいてMSVコントローラの７セグメントに設定してください。

7セグメントコード 範囲 初期値 設定値内容

P04
(P03が1の場合)

0～20 0
０：全モジュール
０以外：指定アドレスの
　　　　ユニット1台のみ試運転

　　　　　※運転するMSVは1台毎に確認をお願いします。

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ
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④　MSVコントローラ操作部の運転スイッチを遠方に切替えることで外部からの運転、停止指令でMSV
が起動、停止できます。外部からの指令で起動を確認してください。

　　　　⑤　設定したMSVが起動したことを確認し、P04の設定を次のMSVに設定、切替えてください。
切替後、元のユニットは停止し、切替えたユニットが起動します。これを繰り返し、全MSVユニッ
トの起動、停止を確認してください。

（MSV単体の試運転は完了しているものとし、ここでは本設定、操作にて起動、停止することを確認
します）

　　　　⑥　遠方（外部）からの停止操作によりMSVを停止させてください。
　MSVコントローラの7セグメントP03は0に設定し、最初の状態に戻してください。

運転スイッチ
SW5

MSVコントローラ

7セグメント表示

MSVコントローラ
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　9.2.2	　台数制御運転確認

　　①　MSVコントローラの運転モード切換スイッチを実施する運転モード（冷却／加熱）に切替てください。

　　　②　手元もしくは遠方にてMSVを連続運転させ、設定どおりの台数制御（増段、減段）が実施できること
を確認します。運転台数の増減段判断はP09の設定値によって異なりますので下表を基に設定願います。

7セグメントコード 設定値内容 備考

P09

1：流量による制御
MSVに流れる冷温水流量が定格の60％
～90％となる様に台数制御を行います。

2：設備負荷による制御
MSV1台あたりの負荷が最適負荷範囲内
となる様に台数制御を行います。※

3：設備負荷と流量による制御

台数増段条件
MSVに流れる冷温水流量が定格の90％、
または、MSV１台あたりの負荷が最適負
荷範囲上限を超える場合。
台数減段条件
MSVに流れる冷温水流量が定格の60%
以下、かつ、MSV１台あたりの負荷が最
適負荷範囲下限を下回る場合。

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ
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※最適負荷範囲

馬力
最適負荷範囲 

(MSV SW12-2設定がOFF)
最適負荷範囲 

(MSV SW12-2設定がON)
30 40％～80％ 40％～80％

40 40％～80％ 40％～80％

50 40％～80％ 40％～80％

60 40％～75％ 40％～70％

MSVコントローラによる連続運転を実施し、下記の項目を確認してください。
確認項目 確認内容 備考

冷温水出口温度
往水口温度が設定出口温度±1℃以内であること

（過渡時を除く）。
5分以上継続

増段確認 熱量、流量の増段条件通りに増段を実施すること。

減段確認 熱量、流量の減段条件通りに減段を実施すること。

冷温水流量

各MSVの流量が設定流量（上下限）範囲内に制御でき
ていること。また流量変動が仕様範囲内であること

（各MSVの流量変動が定格流量の±10％/minである
こと）

起動・停止順番

MSVの起動、停止の順番が設定通りであること。
（手動による順番設定の場合は順番の確認。平準化及
びローテーション設定の場合は運転時間を確認してお
くこと）

優先順位の設定は
P08にて設定
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　9.2.3	　バイパス弁制御運転確認

　　①　MSVコントローラの運転モード切換スイッチを実施する運転モード（冷却／加熱）に切替てください。

　　　②　遠方／停止／運転切替を運転に切替え、運転を開始してください。

　　　③　バイパス弁が制御されていることを確認ください。
次図に単式ポンプシステム例を示します。このシステムではバイパス弁はヘッダ間の差圧がP32で設定
した値で一定となるように制御されます。なお、差圧の計測方法は7セグメントP24にて下表の方法を
選択できます。

７セグメント
Ｐ24

差圧計測方法 必要センサ 内容 備考

0
往ヘッダ圧力
－還ヘッダ圧力

往ヘッダ圧力
還ヘッダ圧力

冷温水往ヘッダ圧力入力[工場出荷
時CnTA-in2]と冷温水還ヘッダ圧
力入力[工場出荷時CnTA-in3]より
求める

初期値

１ 差圧直接入力 差圧センサ
冷温水差圧計入力[工場出荷時割り
当て無し]を用いる

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ

運転スイッチ
SW5

MSVコントローラ

4-498-1-D.indd   82 17/03/13   17:34



− 83 −

　＜単式ポンプシステム（バイパス弁有）＞　　7セグメントＰ13＝1

　Ｐ24＝0の場合

Ｐ24＝1の場合

MSVコントローラによる連続運転を実施し、下記の項目を確認してください。

確認項目 確認内容 備考

差圧一定制御

ヘッダ間の差圧がP32で設定した値で一定となるようにバイパス弁の
開度が制御されること（頻繁なハンチングがないこと）。また負荷変動
により主管流量が変化した時にも追従してバイパス弁開度が制御され
ヘッダ間の差圧が一定に保たれること。

往水温度
センサ

T1

空調機

膨張タンク

バイパス弁

空調機

空調機

空調機

還水温度
センサ

流量計

M

P1 P2
還ヘッダ圧力

往ヘッダ圧力

MSVコントローラ

ユニット統括基板 ユニット統括基板

T2
F

往水温度
センサ

T1

空調機

P 差圧計

膨張タンク

バイパス弁

空調機

空調機

空調機

還水温度
センサ

流量計

M

MSVコントローラ

ユニット統括基板 ユニット統括基板

T2
F
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　9.2.4　2次ポンプ制御運転確認

　　①　MSVコントローラの運転モード切換スイッチを実施する運転モード（冷却／加熱）に切替てください。

　　　②　遠方／停止／運転切替を運転に切替え、運転を開始してください。

　　　③　2次ポンプが設定された圧力を一定にするように制御されていることを確認ください。
2次ポンプ制御における目標とする冷温水往ヘッダ圧力の設定はお客様設備構成に応じ7セグP29を下
表に基づき設定してください。

７セグメント
Ｐ29

演算方法 必要センサ 内容 備考

0
手元入力値

（吐出圧一定）
往ヘッダ圧力

７セグメントＰ30の設定値を目標圧
力とする。

初期値

１ 末端差圧一定
往ヘッダ圧力
末端差圧

末端差圧が7セグメントＰ31の設定値
となるよう往圧力設定をPI制御する。

２
推定末端差圧
一定

往ヘッダ圧力
還ヘッダ圧力
主管流量

主管流量より推定した末端差圧が7セ
グメントＰ31の設定値となるよう往
圧力設定をPI制御する。

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ

運転スイッチ
SW5

MSVコントローラ
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　＜複式ポンプシステム（2次冷温水ポンプ有、圧力逃がし弁有り）＞　　7セグメントＰ13＝7～9

　P29=0の場合

　　往ヘッダ圧力が7セグメントP30で設定した圧力になるように2次ポンプの冷温水流量を制御します。

往水温度
センサ

T1

空調機

膨張タンク

空調機

空調機

空調機

還水温度
センサ

流量計

INV

INV

フリーバイパス回路

圧力逃がし弁

P

M

圧力計 P 圧力計
往ヘッダ圧力 還ヘッダ圧力

MSVコントローラ

ユニット統括基板 ユニット統括基板

F
T2
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P29=1の場合

　下図で示す末端差圧が7セグメントP31で設定した圧力になるように2次ポンプの冷温水流量を
制御します。

P29=2の場合

　下図において往還ヘッダ圧力及び主管流量より推定した末端差圧が7セグメントP31で設定した
圧力になるように冷温水流量を制御します。

ﾕﾆｯﾄ１ ﾕﾆｯﾄ２ ﾕﾆｯﾄＮ

Pd
空調機 空調機 末端差圧

P1

P2

F

往ヘッダ圧力

還ヘッダ圧力

流量計
MSV MSV MSV

MSVコントローラによる連続運転を実施し、下記の項目を確認してください。

確認項目 確認内容 備考

2次ポンプ制御
目標とする設定圧力（P30又はP31で設定）になるように2次ポンプ冷
温水流量が制御されること。
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　9.2.5　圧力逃がし弁制御運転確認

　　①　MSVコントローラの運転モード切換スイッチを実施する運転モード（冷却／加熱）に切替てください。

　　　②　遠方／停止／運転切替を運転に切替え、運転を開始してください。

　　　③　圧力逃がし弁が設定された圧力を一定にするように制御されていることを確認ください。
2次ポンプ制御により目標とする圧力となるように2次ポンプのインバータ周波数を制御し冷温水流量
を調整しますが、負荷が小さくなりインバータ周波数の下限値となった場合、圧力逃がし弁の開動作に
より冷温水流量を2次ポンプの吸込み側にバイパスして目標とする圧力になるように制御します。また、
圧力逃がし弁が開状態から負荷が大きくなった場合、目標とする圧力になるように圧力逃がし弁は閉動
作しさらに負荷が上がると圧力逃がし弁は閉となります。MSVコントローラによる連続運転を実施し、
この動作を確認してください。

確認項目 確認内容 備考
圧力逃がし弁

制御
目標とする設定圧力（P30又はP31で設定）になるように圧力逃がし
弁が制御されること（頻繁なハンチングがないこと）。

運転モード切替えスイッチ
SW4

MSVコントローラ

運転スイッチ
SW5

MSVコントローラ
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　［参考資料］

　⑴　起動確認チェックシート（手元操作及び遠方操作で起動することの確認）

アドレス設定 機械番号 チェック 備考

01 □

02 □

03 □

04 □

05 □

06 □

07 □

08 □

09 □

10 □

11 □

12 □

13 □

14 □

15 □

16 □

　⑵　台数制御確認チェックシート

確認内容 確認ポイント チェック 備考

増段確認
熱量、流量の増段条件通りに増
段を実施したか確認

□

減段確認
熱量、流量の減段条件通りに減
段を実施したか確認

□

ハンチング
増段と減段を繰り返し実施して
いないことを確認

□

出口水温
出口水温がお客様仕様通り安定
するか確認

□
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　⑶　バイパス弁制御確認チェックシート

確認内容 確認ポイント チェック 備考

差圧一定制御

ヘッダ間の差圧がP32で設定し
た値で一定となるようにバイパ
ス弁の開度が制御されること。

（頻繁なハンチングがないこと）
また負荷変動により主管流量が
変化した時にも追従してバイパ
ス弁開度が制御されヘッダ間の
差圧が一定に保たれること。

□

　⑷　2次ポンプ制御確認チェックシート

確認内容 確認ポイント チェック 備考

2次ポンプ
制御

目標とする設定圧力（P30又は
P31で設定）になるように2次
ポンプ冷温水流量が制御される
こと。

□

　⑸　圧力逃がし弁制御確認チェックシート

確認内容 確認ポイント チェック 備考

圧力逃がし弁
制御

目標とする設定圧力（P30又は
P31で設定）になるように圧力
逃がし弁が制御されること。

（頻繁なハンチングがないこと）

□
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10．異常コード
故障かな？

　１　運転できない

　　　・電源スイッチがOFFになっていませんか？
　　　・またはヒューズ切れではありませんか？
　　　・漏電しゃ断器が作動していませんか？
　　　危険です、すぐに電源を切って三菱重工冷熱株式会社にご連絡ください。

　２　冷水や温水が出ない

　　　・風の吸込口や吹出口に障害物はありませんか？
　　　・水回路の弁が閉になっていませんか？

遮断器が作動しない場合は非常に危険です。すぐに電源を切って三菱重工
冷熱株式会社にご連絡ください。

　 危険

感電
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10.1　異常コード一覧

　MSVの異常コードについてユニット異常コードを表10-1に示します。
　・重故障が発生した場合、機械は停止します。
　・軽故障が発生した場合、機械は継続運転します。
　異常が発生すると7セグメントにエラーコードユニット番号を示すコードが交互に表示されます。

表10-1　ユニット異常コード

コード
MSVコントローラ基板

故障モード 点検内容
7セグメント

E2

U1 E2 U1 軽 1号ユニット状態不一致異常

U2 E2 U2 軽 2号ユニット状態不一致異常

U3 E2 U3 軽 3号ユニット状態不一致異常

U4 E2 U4 軽 4号ユニット状態不一致異常

U5 E2 U5 軽 5号ユニット状態不一致異常

U6 E2 U6 軽 6号ユニット状態不一致異常

U7 E2 U7 軽 7号ユニット状態不一致異常

U8 E2 U8 軽 8号ユニット状態不一致異常

U9 E2 U9 軽 9号ユニット状態不一致異常

U10 E2 U10 軽 10号ユニット状態不一致異常

U11 E2 U11 軽 11号ユニット状態不一致異常

U12 E2 U12 軽 12号ユニット状態不一致異常

U13 E2 U13 軽 13号ユニット状態不一致異常

U14 E2 U14 軽 14号ユニット状態不一致異常

U15 E2 U15 軽 15号ユニット状態不一致異常

U16 E2 U16 軽 16号ユニット状態不一致異常
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コード
MSVコントローラ基板

故障モード 点検内容
7セグメント

E3

U1 E3 U1 軽 1号ユニット故障停止

U2 E3 U2 軽 2号ユニット故障停止

U3 E3 U3 軽 3号ユニット故障停止

U4 E3 U4 軽 4号ユニット故障停止

U5 E3 U5 軽 5号ユニット故障停止

U6 E3 U6 軽 6号ユニット故障停止

U7 E3 U7 軽 7号ユニット故障停止

U8 E3 U8 軽 8号ユニット故障停止

U9 E3 U9 軽 9号ユニット故障停止

U10 E3 U10 軽 10号ユニット故障停止

U11 E3 U11 軽 11号ユニット故障停止

U12 E3 U12 軽 12号ユニット故障停止

U13 E3 U13 軽 13号ユニット故障停止

U14 E3 U14 軽 14号ユニット故障停止

U15 E3 U15 軽 15号ユニット故障停止

U16 E3 U16 軽 16号ユニット故障停止
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コード
MSVコントローラ基板

故障モード 点検内容
7セグメント

E4

U1 E4 U1 軽 1号ユニット通信異常

U2 E4 U2 軽 2号ユニット通信異常

U3 E4 U3 軽 3号ユニット通信異常

U4 E4 U4 軽 4号ユニット通信異常

U5 E4 U5 軽 5号ユニット通信異常

U6 E4 U6 軽 6号ユニット通信異常

U7 E4 U7 軽 7号ユニット通信異常

U8 E4 U8 軽 8号ユニット通信異常

U9 E4 U9 軽 9号ユニット通信異常

U10 E4 U10 軽 10号ユニット通信異常

U11 E4 U11 軽 11号ユニット通信異常

U12 E4 U12 軽 12号ユニット通信異常

U13 E4 U13 軽 13号ユニット通信異常

U14 E4 U14 軽 14号ユニット通信異常

U15 E4 U15 軽 15号ユニット通信異常

U16 E4 U16 軽 16号ユニット通信異常

E7

U1 E7 U1 軽
1号冷温水2次ポンプ
状態不一致異常

U2 E7 U2 軽
2号冷温水2次ポンプ
状態不一致異常

U3 E7 U3 軽
3号冷温水2次ポンプ
状態不一致異常

E8

U1 E8 U1 軽
1号冷温水2次ポンプ
故障停止

U2 E8 U2 軽
2号冷温水2次ポンプ
故障停止

U3 E8 U3 軽
3号冷温水2次ポンプ
故障停止
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コード
MSV コントローラ基板

故障モード 点検内容
7 セグメント

E10 E10 重 緊急停止異常（統括基板に対
する外部入力による異常停止）

E11 E11 重 全ユニット故障

E12 E12 重
全ユニット通信異常（7 セグ
メント P89 で重 / 軽切替，軽
故障は E50）

E13 E13 重
全 2 次冷温水ポンプ故障（7
セグメントP90で重/軽切替，
軽故障は E51）

E20 E20 軽 冷温水還水ヘッダ温度センサ
異常発生

E21 E21 軽 冷温水往水ヘッダ温度センサ
異常発生

E22 E22 軽 温度設定値入力（冷却加熱兼
用）異常発生

E23 E23 軽 冷温水主管差圧センサ異常発
生

E24 E24 軽 デマンド制限値 % 入力異常発
生

E25 E25 軽 電力計測値入力異常発生

E26 E26 軽 冷温水主管流量センサ異常発
生

E27 E27 軽 温度設定入力（冷却）異常発生

E28 E28 軽 温度設定入力（加熱）異常発生

E30 E30 軽 設備負荷入力異常発生

E31 E31 軽 デマンド制限値 kW 入力異常
発生

E32 E32 軽 冷温水往ヘッダ圧力センサ異
常発生

E33 E33 軽 冷温水還ヘッダ圧力センサ異
常発生

E34 E34 軽 目標流量入力異常発生

E35 E35 軽 末端差圧センサ異常発生

E50 E50 軽
全ユニット通信異常（7 セグ
メント P89 で重 / 軽切替，重
故障は E12）

E51 E51 軽
全 2 次冷温水ポンプ故障異常

（7セグメントP90 で重 / 軽切
替，重故障は E13）

E60 E60 軽 ロータリスイッチSW4 が 7 以
上で警報
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コード
MSV コントローラ基板

故障モード 点検内容
7 セグメント

E10 E10 重 緊急停止異常（統括基板に対
する外部入力による異常停止）

E11 E11 重 全ユニット故障

E12 E12 重
全ユニット通信異常（7 セグ
メント P89 で重 / 軽切替，軽
故障は E50）

E13 E13 重
全 2 次冷温水ポンプ故障（7
セグメントP90で重/軽切替，
軽故障は E51）

E20 E20 軽 冷温水還水ヘッダ温度センサ
異常発生

E21 E21 軽 冷温水往水ヘッダ温度センサ
異常発生

E22 E22 軽 温度設定値入力（冷却加熱兼
用）異常発生

E23 E23 軽 冷温水主管差圧センサ異常発
生

E24 E24 軽 デマンド制限値 % 入力異常発
生

E25 E25 軽 電力計測値入力異常発生

E26 E26 軽 冷温水主管流量センサ異常発
生

E27 E27 軽 温度設定入力（冷却）異常発生

E28 E28 軽 温度設定入力（加熱）異常発生

E30 E30 軽 設備負荷入力異常発生

E31 E31 軽 デマンド制限値 kW 入力異常
発生

E32 E32 軽 冷温水往ヘッダ圧力センサ異
常発生

E33 E33 軽 冷温水還ヘッダ圧力センサ異
常発生

E34 E34 軽 目標流量入力異常発生

E35 E35 軽 末端差圧センサ異常発生

E50 E50 軽
全ユニット通信異常（7 セグ
メント P89 で重 / 軽切替，重
故障は E12）

E51 E51 軽
全 2 次冷温水ポンプ故障異常

（7セグメントP90 で重 / 軽切
替，重故障は E13）

E60 E60 軽 ロータリスイッチSW4 が 7 以
上で警報
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